
佐伯市と社会福祉法人希望の森（太陽農園）との
３Ｒ推進活動の促進に向けた連携と協力に関する協定

連携により、３Ｒ推進活動（特に⽣ごみの減量化や資源化の取組）の活性化を図る。
３Ｒ推進に向けた課題解決を、 により取り組んでいく。
環境を守り持続可能なまちづくりに努めていくため、さいきオーガニック憲章「⽔や空、森や⼟、

がよろこぶことをします」を実践していく。
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【⽬的】ごみ処理基本計画「ごみの排出抑制（リデュース）」を推進する
【⽬標】⽣ごみの⾃家処理を市全体に広げる（キエーロのあるオーガニックなまちづくり）
【⼿段】 普及、販売

キエーロとは、⼟に⽣ごみを埋めるだけで、太陽と⾵の⼒を借りて、⼟の中に⾃然に存在する微⽣物
の⼒で⽣ごみが分解できる容器。適切に使⽤すれば臭いも⾍も発⽣せず、電気や燃料も不要で、災害
時にも使⽤可能。また、⽣ごみを分解した⼟は、たい肥として利⽤もできる。
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